
お茶のある暮らし
中村羊一郎氏 元静岡産業大学教授

共同研究「" 日常茶飯 " －日本人は何を食べてきたか－」

第２回研究会・公開講演会

主催：神奈川大学日本常民文化研究所

日時：2021年12月10日（金）14：30～16：30
会場：Zoomミーティング 【開場：14:15】



本講演の要旨
日常茶飯事とは、日々の暮らしのなかで繰り返される、当たり前
のことを意味します。では、この日常の「お茶」とは、どんなお
茶なのでしょうか。抹茶のはずはないし、高級な玉露でもありま
せん。それは、各地各様の製法で作られ、暮らしに密着していた
「番茶」でした。しかも、番茶は飲むだけでなく、茶粥などの食
素材にも使われ、人生儀礼にも関わっていました。庶民の日常の
お茶と食との関連を中心に、広く東アジアにまで目を向けながら
考えてみましょう。

山口県周防大島の豆茶粥
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